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１．はじめに 

道路盛土などで用いられるジオテキスタイル補強土壁は、図-１のように片側が開放されている。松岡は土のうの

効果を理論的に導き、土を土のうで巻き込むことで支持力が驚異的に増加することを証明した 1)。そこで図-2 のよう

に、土をジオテキスタイルで包み込む工法を考案した。本報告では、図-2 の両面盛土タイプの理論式を示し、その際

必要となる構造細目について整理した。この構造細目に従い、両面盛土タイプの実物大載荷実験を行った。その結果

は、実物大載荷実験その２ 2)にて報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．両面盛土の理論式 

図-３のように両面盛土タイプは、土のうが積み重なっている構造である。図-４は 1 つの土のうに着目した場合の

力学的な説明図である。松岡は図-４の状態から式(1)を導いた 1)。 
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図-３の状況では、σ３ｆ＝0 とみなせるので、式（1）は式（2）となる。 

破断張力 T は式（2）を変形し、式（3）を得る。式(4)はｃ・φ材料の破壊規準式である。 
式(4)でσ３ｆ＝0 の場合は式(5)となる。 
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式(2)と式(5)よりσ 1ｆ を消去すると式(6)となる。粘着力 cは、式(6)を変形して式(7)となる。 

図 -１ 通常の補強土壁  図 -２ 巻き込み補強土壁  

擁壁タイプ  両面盛土タイプ  

図 -３ 説明図  図 -４ 土のう理論説明図  

Ｂ：土のう構造体の幅 

Ｈ：土のう構造体、１個あたりの高さ 

Ｔ：土のう構造体部材の破断張力 

Ｋｐ：受働土圧係数 

（Ｋｐ=（１＋sinφ） /（1-sinφ）） 

σ1ｆ：破壊時の最大主応力 

σ3ｆ：破壊時の最小主応力 

c：土の粘着力 

φ：土の内部摩擦角 
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式 (3)から、土のう幅Ｂ、高さＨと、土のう中詰材のφ（φ→Ｋｐ）、土のうに作用する上載応力σ 1ｆがわかると、

土のうに作用する破断張力 Tが算出される。この破断張力 Tは、φがフルに発揮された破壊状態に対応するため、通

常用いる範囲では、ジオテキスタイルの破断張力を低減して材料選定を行う必要がある。破断張力 Tがわかると、式

(7)より「土のう構造体の見かけの粘着力 c」が算出できる。土のう構造体の内的安定を照査する際は、内部摩擦角φ
に加えて、見かけの粘着力 cを考慮することができる。通常のケースでは、内的安定は十分安全となる。 

 

３．ジオテキスタイル両面補強盛土の構造細目 

上載応力により土のうが偏平になると（図 -５）、土のう周長はほぼ一定なので中詰め土の面積が小さくなる。その

ため図 -５の張力 Tが発生し、土は拘束されることになる。従って偏平になる構造が大変重要である。また、土のう部

分の全周にわたり張力が作用するので、ジオテキスタイル接続部で破断しないようにする必要がある。 

図 -６は実物大載荷実験で用いた構造細目である。土のうの水平方向の伸びは、ジオテキスタイルの伸び歪を用い

る。鉛直方向の圧縮に対しては、ワイヤークリップにより鋼製パネルがスライドする構造とした。ワイヤークリップ

は、鋼製パネルの水平力を背後のジオテキスタイルに伝達する役割もある。これで図 -５と同様の変形を可能にした。 

両面盛土の場合は、ジオテキスタイルの長さが固定されるので、図 -６の目合い調整パネルでジオテキスタイルに

緩みが生じないようにした。また、ジオテキスタイルと鋼製パネル・目合い調整パネルとの接合部で、張力の低下が

ないようにしている。実物大実験に用いたジオテキスタイル材のテンサーは、「接続部強度試験」3)で接続部の強度が

保証されている。 

４．おわりに 

今回、両面盛土タイプで説明したが、擁壁タイプもジオテキスタイルの張力算定は同様の手法で可能となる。加え

て擁壁としての安定検討を行う必要がある。 

ジオグリッドで土を大きく包む場合、土のうで土を小さく包み込むときよ

り張力が大きくなるが、ジオグリッドの破断強度が土のうに比べると大きい

ので対応可能となる。大規模な土構造物の場合、大きく包むことで施工性が

良くなるケースがあるため、現場の状況に応じて、通常土のう、大型土のう、

ジオグリッド土のうを、上手に使い分けをしていくことが有効である。 
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ジオグリッド  接合部  接合部  ワイヤークリップ  

目合い調整パネル  

鋼製パネル 

図 -６ 構造細目  

図 -５ 土のう変形機構説明図  

変形後 変形前 
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